
年
の
歴
史
に
幕
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末
崎
中
学
校

し
て
い
る
大
谷
翔
平
選
手
は
、
戦
国

武
将
の
武
田
信
玄
が
掲
げ
た
「
一
生

懸
命
だ
と
知
恵
が
出
る
」
「
中
途
半

端
だ
と
愚
痴
が
出
る
」
「
い
い
加
減

だ
と
言
い
訳
が
出
る
」
と
い
う
言
葉

を
胸
に
く
じ
け
そ
う
に
な
る
自
分
を

鼓
舞
し
て
き
た
と
い
う
。
大
切
な
こ

と
は
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組

む
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
失
敗
し
て

も
そ
れ
を
糧
に
前
に
進
ん
で
ほ
し

い
。あ
な
た
方
は
、
今
、
新
た
な
出
航

（
旅
立
ち
）
の
時
を
迎
え
た
。
四
月

か
ら
は
、
自
分
の
船
で
、
自
分
の
夢

を
目
指
し
、
自
分
の
航
路
に
挑
む
。

最
高
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
準

備
し
て
全
速
力
で
出
航
し
て
く
だ
さ

い
と
述
べ
ら
れ
た
。

月
上
旬
、
二
人
の
ご
婦
人
が
地

2
区
公
民
館
に
や
っ
て
き
て
、
末
崎
中

学
校
の
校
歌
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

り
、
夢
（
希
望
）
を
も
っ
て
日
本
（
社

会
）
の
た
め
に
励
む
こ
と
を
誓
っ
た
、

素
晴
ら
し
い
校
歌
で
あ
る
。
あ
と
歌

う
機
会
が
な
い
の
で
、
是
非
、
館
長

か
ら
校
長
先
生
に
お
願
い
し
て
、
生

徒
と
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
校
歌
を

歌
う
機
会
を
作
っ
て
く
れ
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

館
報
「
ま
っ
さ
き
」
で
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、

月

日
の
「
校
歌
、

3

10

う
た
い
納
め
会
」
に
は

人
を
超
え

60

る
地
域
の
方
々
が
集
ま
っ
た
。
生
徒

の
皆
さ
ん
と
合
わ
せ
る
と

人
も
の

130

大
合
唱
団
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
た
、

思
い
出
に
残
る
「
う
た
い
納
め
会
」
に

な
っ
た
。
参
加
し
た
人
々
は
、
と
て
も

★
忘
れ
物
に
つ
い
て
の
ご
案
内

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
前

に
あ
る
棚
に
黒
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が

昨
年
の
秋
頃
か
ら
あ
り
ま
す
。
心
当

た
り
の
あ
る
方
は
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

ー
に
連
絡
し
現
物
を
確
認
し
て
下
さ

い
。

※
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

電
話

-29
2
9
5
5

★
ふ
れ
あ
い
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会
結
果

末
崎
地
区
公
民
館
主
催
の
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会
が

月

日
（
火
）

3

11

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
体
育
室
で
男
女
22

名
が
参
加
し
、
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
に

よ
り
、
予
選
リ
ー
グ
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
戦
い
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優

勝

田
畑
基
雄

菅
野

一

準
優
勝

古
澤
範
雄

藤
畑
富
子

第
三
位

菊
池
喜
久
夫

菅
野
末
榮
子

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

末
崎
中
学
校
（
佐
々
木
伸
一
校

長
）
は
、
大
船
渡
中
学
校
と
の
統

合
に
よ
り
、
こ
の

月
で

年
の

3

78

歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
っ

た
。

日
に
は
、
末
崎
地
区
公
民

23

館
、
各
地
域
公
民
館
長
や
各
種
団

体
の
代
表
者
等
の
ご
列
席
を
得
て
、

閉
校
式
が
体
育
館
で
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
そ
の
夕
方
に
は
、
思

い
出
を
語
る
会
が
大
船
渡
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
開
催
予
定
だ
。

昭
和

年
度
に
は
、

人
も
の

37

497

生
徒
が
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が

ら
学
ん
で
い
た
学
校
で
あ
る
。
そ

れ
が
年
々
減
少
し
近
年
は
全
校
生

徒

人
前
後
を
推
移
し
て
い
る
。

70
統
合
は
少
子
化
に
よ
る
も
の
と
は

い
え
、
極
め
て
残
念
で
あ
り
悲
し

い
。
校
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
生
徒

の
皆
さ
ん
に
は
、
日
本
の
力
と
な

る
ま
で
励
み
、
活
躍
す
る
人
物
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。日

に
は
、
末
崎
中
学
校
卒
業

13
証
書
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

校
長
先
生
は
、
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
く

名
の
卒
業
生
に
、
つ
ぎ

26

の
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
で
活
躍

 

細浦も例外でなく東日本大震災後、にぎわいを失っ
てしまったが、14 年後の今、近代設備を施した水産
加工会社が操業するなど、活気を取り戻しつつある。
周辺には食堂やカラオケ店、駅なども。そして町内

唯一の「コンビニ」があるからね（笑い）…。
ある日の昼下がり、大船渡漁港（細浦地区）沿いを

歩いてみた。中小合わせ 10 隻以上もの漁船が接岸し
ていた。この光景にどことなく力強さを感じ、胸が熱
くなった。「大漁祈るよ」と心の中で思いながら通り
去った。漁港から裏道に回ると、小高い所に屋根が三
角すいのお寺さんが見えた。その名も長源寺（谷山誠
志住職）。津波に対する戒めの碑が境内に建つ。いつ
か、また来る？ 津波に警鐘を鳴らしている。
今の細浦地域は、内田地域と同様、津波で壊滅的な

被害を受け、単独での行政区として機能が果たせなく
なった。このため、平成 29 年４月１日をもって統合
した。令和７年３月現在、戸数 39。上野新悦公民館
長（70）は「住みよい地域づくりが一番だ」と胸を張
る。 次は神坂 （Ｕ）

細 浦

出
漁
を
待
つ
漁
船
＝
大
船
渡
漁
港

感
動
し
涙
が
出
た
。
参
加
し
て
よ
か

っ
た
と
口
々
に
言
っ
て
い
た
。

★
第

回
末
崎
町
民

16
ひ
な
祭
り

令
和

年

月

日
（
土
）
ふ
る
さ

7

2

22

と
セ
ン
タ
ー
和
室
で
末
崎
町
民
ひ
な

祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
て
中
止
し

て
お
り
ま
し
が
、
令
和

年
度
よ
り

5

再
開
致
し
ま
し
た
。

当
日

は
、
末
崎

町
婦
人
会
、
食

生
活
改
善

推
進
連
絡
協
議

会
、
茶

道
教
室
「
滝
田
」
、
ア
マ
チ
ュ
ア
マ

ジ
シ
ャ
ン
大
船
渡
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
て
実
施
。
当
日
は
、

名
の
多

78

く
の
方
々
の
ご
来
場
を
頂
き
、
盛
会

裏
に
終
了
致
し
ま
し
た

※
当
日
は
、
県
立
高
田
高
等
学
校

茶
道
部
の
顧

問
の
先
生
と
生
徒

名
か

ら
参
加
協
力

を
頂
き
ま

6し
た
。
又
、

茶
道
教
室
に
参
加

し
て
い
た
後
藤
彩
依
ち
ゃ
ん(

5

年
生
）
も
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

★
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
輪
投
げ

大
会
結
果

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
主
催

に
よ
る
第

回
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

2

輪
投
げ
大
会
が

月

日
（
金
）
ふ

3

14

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
体
育
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
男
女

名
24

が
参
加
し
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優

勝

羽
根
川
信
子

点
63

準

優
勝

亀
井
勝
美

点
56

準
優

勝

村
上
義
孝

点
56

輪
投
げ
の
部

優

勝

澤
下

隆

点
366

準
優
勝

笹
野
洋
一

点
347

第

三

位

志
田
菊
太
郎

点
320

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変
ご

苦
労
様
ど
し
た
。

※
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
様
子

※
輪
投
げ
競
技
の
様
子
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